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新

雌

ン

の
理
念

ン ニ

ト ベ噌
つ1
ル ・
ゴ

著
ト一一

.ラー,、.

い
ま
、
ス
ペ
イ
ン
と
は

穴
O
隼
代
、
輝
界
の
四
脈
都
、
い
わ

ゆ
O籔
昌
世
界
花
席
捲
U
た
毘
族
解
族

闘
顛
の
昂
幾
は
、
世
界
の
心
臓
部
・
先

蓮
資
本
ヰ
義
請
国
の
被
抑
圧
人
民
、
%

婚
老
、
解
聾
の
華
命
的
決
起
捧
便
す
衝

鰍
力
と
な
っ
に
鴇
三
Q
葬
代
コ
ミ
ン
テ

ル
ン
を
最
後
に
、
ス
タ
ー
リ
ニ
ズ
ム
と

フ
ァ
シ
ズ
ム
の
間
で
葬
ら
れ
た
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
国
際
工
麟
は
、
薪
た
な
息
略
ピ

を
も
っ
て
復
偬
♂
る
か
に
見
え
た
。
.

ア
メ
リ
カ
の
プ
ラ
ノ
ク
・
パ
ン
サ
ー

重
、
バ
ー
ク
レ
ー
、
シ
カ
ゴ
、
フ
ノ
ノ

ス
の
五
月
葦
命
、
ド
イ
ソ
b
D
R
。
㌦

し
て
日
本
で
は
、
67
飴

・
8
以
憐
の

反
帝
闘
争
。
先
進
諸
国
閃
の
内
外
の
ダ

眉
は
、
諸
国
内
の
革
命
印
潮
流
の
試
起

に
よ
つ
て
、
労
働
惹
羅

¢札
民
勢
力

と
改
良
主
義
の
く
び
し
か
り
鮮
ζ
双
2

て
い
う
た
。

・
だ
が
同
時
に
、
甕

霧

㌧

の
反
革
葡
は
、
国
懲罵
の
警

国

内
治
蜜
立
法
の
駆
使
に
よ
う
て
、
鷺
え
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ト
の
浄
館
に
暴
応
と
捌
圧
を
報
い
た
。

ア
メ
リ
カ
。
ニ
ク
ソ
ン
警

、
フ
ラ
ン

ス
・ポ
ン
ピ
ト
ー
政
糎
、
日
本
の
田
中

政
亀
の
採
っ
た
反
革
命
の
手
法
は
、
お

ど
り
く
は
ど
共
通
牲
を
も
っ
て
い
る
.

プ
ラ
ハ
の
襟
が
ら
ソ
連
軍
の
介
入
と
ド

イ
ソ
・
ヴ
フ
ン
ト
登
場
に
見
ら
れ
る
杜

罠
勢
力
の
新
た
な
役
削
も
、
現
代
の
プ

ロ
レ
タ
リ
ア
国
蕨
ま
義
¢弩
え
0
上
で

藩
れ
て
は
な
ら
な
い
。

六
Q
年
代
後
半
の
国
際
主
鶉
の
新
κ

な
恩
吹
き
は
、
そ
の
階
級
的
嚢

を
得

り
れ
ぬ
段
階
で
、
い
い
か
え
れ
は
、
果

体
的
国
際
連
帯
を
か
ち
と
れ
ぬ
段
階
で

曹
暴
力
的
反
革
命
の
崩
に
掘
殺
さ
れ
た
」

し
か
し
い
ひ
、
資
本
義
鶉
諸
国
の
矛

謄眉
、
掛
界
矛
盾
は
、
再
び
国
際
反
華
命

一の
畝
鎖
こ
食
い
破
っ
て
、
世
界
の
四
肢

齢
て
膿
出
(う
づ
け
て
い
萄
。
ベ
ト
ナ

ム
、
イ
ン
ト
ン
ナ
の
解
董

ば
「
和

耳
」
以
後
も
一歩
も
引
く
こ
と
な
く
持

続
さ
れ
、
パ
レ
ス
チ
ナ
に
お
い
て
も
、

一ア
メ
易

、Gソ
連
の
取
引
、
工
多

ト

政
府
の
屈
眼
を
も
O
と
も
せ
ぬ
頑
強
な

一武
表
闘
争
、ぜ

め
り
れ
て
い
.り
。
ポ
ル

卜
力
ル
植
均
地
、
㎞
〆
イ
ル
フ
ン
ト
、

て
し
て
云
ペ
イ
ン
・
ハ
,ハク
。

プ
リ
の
皿
の
L
ム
命
に
刈
し
て
、
泌

に
国
際
句
な
杁
噌
」
よ
⊃
こ
昂

んり
れ

な
ゆ
、
κ
わ
れ
わ
殺

、
い
♂
70
年
代

の
圏
際
4
鶉
の
蟄
在
根
低
か
ら
同
い
億

す
と
き
に
き
て
い
0
。
そ
れ
は
、
ヂ
リ

人
長
戦
線
、
ア
シ
ェ
ン
テ
敏
椎
を
、
あ

れ
蟻
」
ま
で
に
待
ち
土
げ
、
日
ム
に
わ

け
0
政
治
桃
力
の
半
和
的
移
行
の
幻
想

を
労
働
石
入
艮
に
藪
制
団
り
こ
と
営
党

是
と
す
O
目
本
共
匿
覚
の
如
く
、
革
命

「
ス

ペ

の
敢
北
を
「
て
の
国
独
自
の
条
件
」
や

「
左
派
の
駐
謀
」
に
帰
す
.0
の
で
は
な

く
、
革
命
が
国
境
を
越
え
⊂
ゆ
く
当
の

必
然
性
を
自
ら
の
置
か
れ
た
諸
薫
桝
に

対
す
鐘

の
必
黙
性
ζ
し
ζ
概
V
す

る
こ
と
で
あ
る
。

プ
ロ
レ
タ
リ
ア
国
防
了
讃
は
、
第
一

に
は
資
本
家
階
級
の
国
際
反
革
命
(イ

テ
オ
ロ
ギ
ー
的
に
は
コ
ス
モ
ポ
リ
タ
ニ

ズ
ム
)
、
舘
】
一に
は
労
働
者
党
の
排
外

主
嚢
的
傾
同
(
一国
モ
鑓
)
に
よ
⊇
て

繰
り
返
し
敗
北
し
て
.」に
。

三
Q
年
代
ヨ
ー
ロ
ノ
バ
に
お
い
く
、

国
際
主
義
の
立
働
は
「
間
題
と
し
て
の

ス
ペ
イ
ン
」
".}夷
6
つ
け
り
れ
た
。
モ

し
て
こ
れ
は
、
七
Q
年
代
の
今
日
な
お

お
、
依
然
「
閥
題
」
と
し
て
あ
り
つ
つ

一
け
て
い
る
。
ス
ペ
イ
ン
に
と
っ
て
の
ヒ

レ
{ー
は
、
よ

に
各
国
の
閥
い
が
呉

臼
」
つ
η
目
の
乳
体
て
の
も
の
で
あ
O

か
魂

。
間
鷺
と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン

7

.

一
八
九
八

年
、
米
西
戦
魚
に
敗
北
し

燥
」
と
に
よ
っ
て
、
ス
ペ
イ
ン
は
植
民

地
帝
図
と
し
て
の
地
位
を
脅
か
さ
れ
、

以
衷
フ
フ
ノ
コ
政
裡
の
成
立
に
至
る
三

卜
名
余
魯
、
政
奇
的
文
化
的
後
進
性
の

献
の
屍
磁
の
ト
に
置
か
れ
6
。
多
く
の

ス
ペ
イ
ン
の
理
想
鮫
や
指
導
巷
は
「ス

ペ
イ
ノ
は
間
題
ご
あ
り
、
ヨ
ー
ロ
ノ
パ

は
ぐ
の
解
各
で
あ
る
ト
を
考
r几た
。

ー
ー
ス
ペ
イ
ン
の
独
目
性
か
り
生
し

た
諾
問
題
は
て
の
後
進
佐
に
帰
せ

ら
れ
、
先
進
西
欧
緬
国
の
範
に
従

う
く
ど
で
解
決
さ
れ
.萄
と
ダ
リ
態

農
が
一
般
前
で
「
問
題
と
し
て
の

ス
ペ
イ
ン
」
を

一
方
の
臨
と
し

て
、
そ
れ
に
「解
答
と
し
ζ
の
四

欧
」
を
対
置
す
.O
の
が
常
道
e
の

つ
に
。
(本
晋
解
説
よ
り
)

多
く
の
西
欧
の
知
識
入
に
と
っ
て
℃

「問
題
」
は
ス
ペ
イ
ン
内
戦
て
あ
り
、

ス
ペ
イ
ン
の
人
風
を
垂
西
欧
酌
な
後
進

性

(黎

的
賓
し
さ
に
含
め
て
)
の
オ

イ

軽
け
O
こ
と
の
て」
な
い
虐
の
り
て
あ

Qだ
ろ
う
。

.
あ
ら
ゆ
る
国
鋏
が
文
泌
化
こ
れ
「
資

噛本
主
鶉
化
さ
れ
て
い
く
と

じ、
一て
の
国

一の
歴
史
的
条
件
、
柱
会
的
伝
統
、
取
治

「的
様
式
は
、
必
ず
曲
欧
流
渥
歩
乱
義
、

一資
本
主
榛
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
と
し
て
の
市

民
杜
会
思
租
ど
角
逐
す
る
。
そ
れ
は
、

支
配
燭
に
わ
い
て
は
欧
化
主
議
と
園
粋

t
義
と
し
て
表
協
さ
れ
、
ま
た
新
尤
に

生
み
出
さ
れ
.O
被
抑
圧
人
民
、
プ
ロ
レ

タ
リ
ア
ー
ト
の
間
で
は
、
西
欧
的
マ
ル

ク
ス
主
義
⊂
局
族
主
渡
と
し
て
長
現
こ

れ
た
と
概
括
す
る
⊂
と
が
で
、
㌔
O
。

「
問
題
と
し
ζ
の
目
本
、
解
答
と
し

て
の
四
欧
」
と
置
き
換
兀
れ
ば
、
コ
ト

は
す
こ
し
葡
明
に
な
る
。
多
く
の
プ
ル

ノ
ー
ア
思
想
集
が
、
西
欧
巾
民
↓
蕊
の

憧
憬
著
で
あ
り
、
近
代
主
義
願
題
茜
覧

φ
旬
よ
,
に
、
マ
ル
ク
ス
ニ
義
を
傑
現

す
る
思
想
家
群
も
女
に
、
ヨ
ー
ロ
ソ
バ

の
従
僕
で
あ
⊇
た
。
「
解
答
と
し
て
の

酉
欧
」
の
諭
理
は
、
こ
G
で
も
}い兀
、

「問
題
と
し
て
の
目
駆
」
の
詣

理
の

前
に
、
く
り
か

ん
し
挫
制
9
Q
。
ブ
ル

ン
ヨ
ア
思
想
.砥は
、
思
螺

⊂
の
匂
の
乱

婆

し
て
、
ん
へ
な
Q
"わ
し
ゃ
へ
り

亀
げ
と
し
て
負
本
飯
の
U
こ
な
り
、
マ

'

マ
ル
ク
ス
」
曲
の
い
,
ヴ
ロ
レ
タ
リ

弛
く
と
て
あ
り
、
凍
し
こ
四
欧
徳
民
江

ア
牟
命
は
、
責
本
ヨ
義
の
販
熱
段
階
ご

会
の
歴
史
的
日
飲
成
長
過
程
て
は
な
い

し
て
の
帝
国
・
垂
国
家
に
お
い
て
の
み

と
い
」
戸
て
あ
り
。
し
尾
か
っ
て
、
マ

止
統
的
し
長
徹
ヒ
れ
曾の
だ
⊃
2
か
。

一ル
ク
ス
」
護
は
、
画
欧
か
つ
ピ
レ
(ー

}
西
欧
畔・義
鍵

愚
と
鉢
、
よ
5
に
こ
2

越

〆
」ス
ペ
イ

ノ
㌧
論
入
チ
へ

も

覧

い
2
も
の
で
あ
⊃
て
、
r
代
の
地
ぬ
⊂

「の
て
は
な
い
」と
で
あ
ω
。

マ
ル
ク
ス
の

盛
を
解
丁
の
限
り
、
葦

五
代
対
-
磁
と
い
2
図
式
か
、
日
虹

命
は
西
欧
市
届
牡
会
に
西
い
、し
か
、

の
憩
想
[、
の
な
か
で
、
碧
に
瓶
同
二
£

酷
し
り
う
へ
く
も
な
い
"

農
て
あ
⊃
に
」
と
の
隠
は
、

"κ
「
ス

ベ
イ
ノ
開
匙
」
G
筆

目
し
く
9
0
。

「
近
代
」
の
破
産

な
θ
し
こ
し
民

ゐ
戸
想
の
い
撰
い
ζ

こ
り
に
の
,
」』
、
マ
ル
ク
ス
3
籍

ま
ん
て
の
剋
ヂ

㌧
、
T
は
換
屑
魯
鮪

」

れ
て
煙
嗣
.」れ

ω
。

(J
ー
ロ
ノ
パ
に

わ
け
」
亮
ρ
L
義
と
の
摂
含

r見

よ
)

し
か
し
、
マ
ル
ク
ス
ゴ
践
の
輿
の
慰

一
想
向
確
コ
は
、

て
の
限
弾

}俄
っ
て
、

つ
ま
り

」
代

】
(
k
瓦
穫
C
は
も
く
)

乃
眼
し

」地
)二
」
、
く
れ

'一択

,
仏り

他
に
な
い
く
h

ノ
こ
と
」
あ

」
。

「
閏
題
と
し
,・
の
ス
ヘ
イ
ノ
」
と
い

つ

口栗
は
、
わ
4
し
ト

」に
依
外

ら
し

て
、
亀
み

つ

、つ
け
て
い

毫

一

(鱈
本
【
郎
、
西
沢
竜
生
訳
。
S
)

こ
・」
㌔
諭
月
は
、
マ
ル
ク
.〈
」
護
の

血
代
菅
理
亨
義
的
改
釈
の
生
け幽
し
ん

歴
史
的
な
譲
り
へ
と
っ
っ
0。
国
際
工

義
の
敗
北
は
や
は
り
「
解
答
と
し
て
の

ヨ
ー
ロ
ソ
ハ
」
の
思
想
の
誤
謬
て
あ

℃
、
さ
り
に
一
国
主
義
や
目
i
独
立
踏
,

線
は
、
問
題
か
り
の
題
凡
に
他
な
り
な

い
。以

ヨ
述
へ
て

」
κ
よ
ノ
幅こ

」か
ノ

は
、
隻
は
本
會
「
ス
ヘ
イ
ン
の
遅
私
」

と
は
ほ
と
ん
ど
内
合
的
に
無
闘
係
て
あ

O。
本
響
は
ス
ペ
イ
ン
の
患
愚
家
か
、

「
ス
ペ
イ
ン
と
は
何
か
」
を
マ
ル
ク
ス

↓
華
ど
は
無
縁
に
考
察
し
凡も
の
で
あ

勾。
彗
旧
は
で
の
な
か
の
「問
題
と
し

て
の
ス
ヘ
イ
ン
」
ぐ
い
り
膚
想
に
麹
発

こ
れ
～
の
⊂
の
り
、
彼
来
、
わ
4
し
に

ち
か
見
ζ

、
」ス
ペ
イ
ノ
は
、
サ
ル
ト

ル
や
で
ル
ロ
ー
、
ヘ
ミ
ン
グ
ウ
ェ
イ
や

オ
ー
り
山
ル
な
ど
「異
弗
人
」
の
眼

通
し
⊂
の
ス
ペ
で
ノ
で
の
り
、
ぐ
の
慰

昧
て
「
解
答
ζ
し
て
の
ー
ー
ロ
ノ
パ
」

か
,
目
由
」な
い
人
々
の
叙
£
に
よ
ω

も
の
て
あ
」
」。
ー
ル
!
、2
・
イ
・
」

ピ
ー
の
例
八
κ
は
い
一」
、
/ハ
ヘ
イ
ノ
の

ン
」
の
思
想
的
意

味

西
欧
は
解
答
た
り
う
る
か

リ
の
な
か
か
り
解
双
ず
りG
と
で
あ
つ

た
。
そ
し
て
「解
答
」
は
、
西
欧
で
あ

り
、
西
欧
型
人
民
載
線
で
あ
っ
L
。
し

か
し
、
諭
理
の
ヒ
e
も
心
情
の
⊥
で
も

一点
の
麟
り
も
な
か
つ
4
⊂
の
戦
い
は

敬
々
の
悲
纏
な
語
録
を
刻
けな
か
り
、

敗
れ
ん
。
マ
ル
ク
ス
主
義
の
醗
る
こ
ζ

の
な
い
原
理
で
あ
0
プ
U
レ
ヌ
リ
〆
国

際
主
鶉
ぱ
、
あ
た
が
も
て
の
歴
更
的
必

然
に
肯
か
れ
り
が
ご
と
～
、
敗
北
し

臆
そ
の
散
北
の
通
縄
を
話
0
」
と
か
、

こ
の
轡
評
の
日
的
で
は
な
い
。
ス
ペ
イ

ン
を
把
え
返
す
⊂
と
、
℃
こ
に
「問
題

と
し
て
の
ス
ペ
イ
ン
、
解
答
ζ
し
ζ
の

西
欧
」
の
図
式
の
敗
北
の
意
駄
を
見
出

す
こ
と
。
わ
た
し
κ
ち
の
国
瞭
、義

と

「日
本
」
を
考
冗
勾上
て
も
、
そ
れ
は

腔
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ξ
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ξ
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孟

三

去
る
一
月
一
四
百
、
東
餐

林
会
頗
へ
階
会
馨

に
お
い
て
開

の
論
理
の
破
凝
が
選

C
れ
る
と
い
2
墨
入
な
局
面
を
む
か
え
て

僧
中
の
「
四
・
=
八
破
防
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榴
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憎
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縄
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⊂
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梗
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西
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椿
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ザ
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反
弾
庄

レ
ボ
ー
ト

、

i
,4

曜

88`巳

反
革
命
包
囲
網
を

,

.打
ち
破
れ
/

統
一
蚊
援
会
か
ら
の
銀
告
の
下
と
し
て
、
椿
力
に

よ
っ
ζ
で
つ
ち
学のけ
ら
れ
た
「虚
幽構
」

一あ
ーハく
。

こ
の
κ
め
に
検
察
側
の
冒
頭
陳
述
溶
に
も
と
つ
い
ζ

「虚
構
」
/
再
構
成
し
、
て
れ
の
日
低
耐
欠
陥
を

指
摘
し
、
こ
の
起
訴
事
体
が
目
低
的
物
些

も
～

ず
、
強
制
さ
れ
た
「
目
甫
」
た
け
に
も
し
つ
い

、い

る
こ
ご
μ萌
つ
か
に
し
て
い
く
。

進
打
中
の
履
判
で
、
次
凝
`
起
訴
の
こ
っ
う
あ
げ

が
明
臼
に
な
っ
て
き
て
い
.0が
、
今
回
は
、
言
頭
陳

ホ
段
階
に
お
け
9
欠
陥
を
中
心
に
、
被
浩
の
無
突
の

根
拠
竜
あ
ず
て
い
.り
。

な
わ
、
⊂
の
「
上
田
・日
石
入
謀
讐

件
」
に
つ

い
て
の
報
告
は
、
一
応
今
回
て
熟
わ
萄
ゆ
、
削
己
の

搬
に
、
餓
司
に
お
い
ご
明
り
か
に
な
2
こ
・
,～
聾
丈

に
つ
い
て
は
、
稿
4
変

乱
て
再
掲
載
し

」
い
く
〉
定

て
あ
Φ
。

(編
集
郎
)

囹

「
土
田
」
・
「日
石
」
大
謀
略
事
件

バ
ラ
バ
ラ
に
分
割
さ
れ
た
各
法
廷
に

お
い
ζ
、
検
察
官
は
、
次
々
ど
、
圃
盟

陳
述
書
み
述
へ
た
。

今
、
検
察
官
に
よ
っ
て
造
つ
れ
に

「
冒
頭
陳
述
轡
」
の
数
は
「
士
田
恥
、

日
石
峯
件
」
に
闘
連
す
る
だ
け
で
、
松

村
弘
一
(
六
月
二
二
日
)
、
坂
本
勝
治

(六
月
二
九
日
)
、
増
淵
利
行
(六
月

三
〇
日
)
、
金
本
ミ
ネ
子

(七
月
三
日

前
林
則
子
(七
月
六
日
)
、
松
本
博

(七
月
一
四
日
)
、
中
村
艦
治
(八
月

三
〇
日
)
、
榎
下
一雄

(九
月
六
日
)

中
村
泰
章

(九
月
一四
日
)
も
江
口
良

子
。
堀
秀
夫
(ヒ
四
年
一
月
二
四
日
)

の
十
通
楓
及
ん
で
い
O
。

そ
こ
で
関
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
検
察

官
の
虚
構
の
構
造
は
ど
の
よ
つ
な
も
の

で
あ
っ
た
か
。

期
聞
と
し
て
は
一
九
六
九
年
か
ら
一

九
七
一
年
十
二
月
に
至
る
ま
で
の
三
年

間
に
渡
る
も
の
で
あ
り
、
四
つ
の
「爆

郵
事
件
』
と

一
つ
の
「
爆
弾
製
造
事

件
」
を
申
心
に
、
そ
の
た
め
の
「
媒

箪
」
と
増
淵
君
を
中
心
と
し
た
相
瓦
の

開
係
で
埋
め
ら
れ
て
い
る
膨
大
な
も
の

で
あ
る
.
「夢
件
」
を
申
心
に
し
た
全

体
像
を
簡
単
に
紹
介
す
0
`
、

ー
69
年
1

Φ
m
・
鳩
こ
ろ

【
増
淵
・
村
松
。
井
上
・
前
原
・
佐

古
・
(国
井
)
.
(菊
井
)
】

喫
茶
店
「
ミ
ナ
ミ
」
「河
田
町
ア

ジ
ト
」
に
お
い
て
増
淵
決
意
の
打

ち
明
け

②
加
・
16
こ
ろ

【
増
淵
。
村
松
・
井
上
・
前
原
・
佐

古
・
堀
・
江
口
・
平
野
・
内
藤
・
石

井
・
前
孫
・
(国
井
)
(菊
井
)
】

「
河
田
町
ア
ジ
ト
」
に
お
い
て
ピ

ー
ス
缶
爆
弾
を
十
敬
個
製
造

(ピ

ー
ス
缶
爆
弾
は
赤
軍
派
に
渡
る
。

十
月
二
一日
佐
古
が
、
内
二
個
を

「
河
田
町
ア
ジ
ト
」
に
詩
ち
矯
る
)

③
皿
・
お
午
後

一増
淵
・
削
原
・
弁
上
・
内
藤
】

喫
茶
店
「
エ
イ
ト
」
に
お
い
て

「
八
-
九
機
」
の
㎡
画
打
を
略
け

④
同
夜

【
増
淵
・
前
原
・
淵
⊥
。
村
秒
・
内

匪
「
河
田
町
ア
ジ
ト
」
に
お
い
て

「
八
i
九
機
」
謀
翫
(糖
一回
)

⑤
m
・
%
午
後
3
時
こ
ろ

【
村
松
・
井
上
・
前
原
・
内
藤
・
堀
】

「
河
田
町
ア
ジ
ト
」
集
含
「
八
-

九
機
」
下
見

⑤
同
午
後
4
時
こ
ろ

【
村
松
・
井
⊥
・
前
原
・
内
藤
σ
堀

●
増
淵
・
(赤
軍
派
2
名
)
】

「河
田
町
ア
シ
ト
」
に
お
い
て
最

終
的
謀
醸

⑦
同
午
後
b
時
こ
ろ

【村
松
・井
上
・
堀
・
内
藤
・
前
原

。
(赤
軍
派
2
名
)
一

「河
田
町
ア
ジ
ト
」
出
発
。
(7

時
こ
ろ
「八
ー
九
機
」
に
ピ
ー
ス

缶
爆
弾
投
て
・ご
)

⑧
10
・
26
こ
ろ
の
4
後

【増
淵
・
阿
松
。
剛
原
一

「何
田
町
ア
ジ
ト
」
に
お
い
て
米

帝
出
先
機
関
襲
謬
の
に
め
の
「
時

隈
矯
弾
」
雛
造
台
意
、
改
造
失
敗

⑨
10
・
27
、
28
こ
9

霜
松
・
凶
原
】

山
ー
グ
ラ
ン
ド
ビ
ル
付
近
の
ト
見

⑩
10
・
29
こ
⇔

【増
淵
・
佐
賓
・
前
原
鞘

「河
田
町
ア
ジ
ト
」
に
ρ・
時
隈
笈

置
付
爆
弾
完
成
、
「ア
メ
文
」
攻

繋
の
共
固
謀
議

⑫
"
・30
こ
ろ
の
午
後

圃増
淵
・
佐
古
】

,

「
ア
メ
文
」
下
見
、
江
口
力
へ
口

爆
猟
遮
激

⑫
10
・
81

【増
渕
・
佐
占
】

「河
田
町
ア
ジ
ト
」
引
き
払
い

⑬
11
・
1
午
前
11
時
半
こ
ろ

【増
淵
・
佐
喜

新
宿
中
央
公
園
出
発
↓
申
野
(藤

里
窪

の
蟻
)

⑭
同

、

【増
淵
。
愉
白
.
村
松
.
氏
名
不
膵

の
蓋

名
}

申
野
↓
泳
坂
見
付

(周
)

⑮
同
午
後
0
爵
半
こ
ろ

【甘
松
・
氏
名
不
詳
の
煮
一
名
】

「γ
メ
文
」
受
付
爆
彊
没
置

ー
70
年
1

⑯
5
月
こ
O

矯
淵
】

梅
内
恒
瓦
か
り
摺

、さ
れ
、
密
醤

な
ど
の
作
り
力
を
研
究

⑰
b
月
こ
⇔

【増
淵
・
汀
口
・
田
林
・
森
恒
夫
】

侮
津
方
に
お
け
り起
爆
謎
料
研
究

製
造
、
興
津
物
厚
に
'40
け
O
爆
発

実
鹸

⑱
同竈

】
有
班
料
の
俣
菅

ー
71
年
1

⑲
7
月
中
旬
こ
ろ

【
増
淵
・
江
口
・
型
】

日
大
二
南
に
お
い
て
「
小
巴
爆
強
」

に
よ
.の
致
人
難

訥
脚
の
協
議

(
些

回
)

⑳
8
月
下
旬
こ
ろ

一

【増
淵
・
江
口
・
岨
】

日
大
二
高
に
お
い
て
、
同
協
鑛

下管

(第
二
回
)

⑳
9
月
上
旬
ζ
ろ

【堀
・
棲
下
]

爆
弾
材
料
丁
堀
の
こ
」
りか
5,増

淵
の
と
こ
ろ
へ
運
搬

⑳
9
・
7
こ
り
の
夜

【
増
淵
・
堀
・松
村
】

村
松
に
勝
所
提
供
の
依
嬢

⑳
9
月
中
旬
こ
り

【
増
淵
・
堀
】

松
村
か
ら
杷
話
帳
丘
冊
〉
借
り
繊

す
。
送
り
先
、
込
り
≧
の
狙
班
函

査

'

⑳
9
。
17
⊂
ろ

【
堀
】
。

榎
下
に
日
火
二
尚
に
繁
勺
よ
,
依

頼
(質
蓬

絡
)

㊧
9
・
18
こ
ろ
の
皮

【
増
淵
・
堀
・江
口
・
榎
丁
・
中
村

隆
・
松
村
】

日
大
二
高
に
お
い
,」
、
小
包
爆
蝉

郵
込
計
圃
・ど協
議
(松
村
以
外
の

五
名
間
に
共
同
謀
議
成
立
)

×
6
月
ー
9
月
下
旬
`
う
に
い
た

る
ま
で
の
間
に
増
淵
、
暮

と
の

閥
に
も
共
同
嚢

成
立

●脚M● ●鱒 ・●●M　 ・"幽 …"
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9
月
ム
」
'

罵

翻
。
乞

圃
橋
芝
な
と
に
お
い
て
、
へ
り
短

ハ
ゆ
ユ
、
凡
便
励
を
状
定

⑳
旧
月
初
旬
こ
り

【増
漏
・
堀
・
江
口
・
榎
不
一

日
倉
本
館
付
近
下
見

⑳
同【

瑠
淵
・
松
土

日
α
本
飾
有
近
不
見

⑲
同【増

目
・
サ
衣
】

下
洛
台
(後
藤
田
壱
)
月
江
丁
見

69
同【

増
淵
・
堀
・
朗
麻
・
中
屑
蛋
。松

盗
油
橋
蕊
に
て
雁
跡
隠
へ
い
の
π
め

の
準
備

⑳
10
。
建
こ
ろ
の
佼

【増
淵
・
塩
。
江
口
・
剛
林
・
匪
下
】

曲
庵
a
に
お
い
て
小
秘
璽
蝋
ご
個

禦
厘

【増
漏
。
堀
・
程
1
・
中

、降
・坂

本
】慶

㌧
'店
「
サ
ノ
」
く
、
「
目
口郭

件
」
㍉
日
01
「リ
レ
ー
趣
転
」
の

合
腺

⑯
10
・
蛎
こ
り
の
夜

【堀
。
後
下
】

石
田
方
か
つ
小
包
爆
蝋
ご
魑
キ
白

山
自
動
車
に
蓮
搬
、
榎
下
が
保
管

④
10
・
18
午
前
9
時
く
O

【増
淵
。
び
口
。
望
下
一

榎
下
が
運
転
し
て
日
山
目
動
車
出

発

⑳
同
9
時
40
分
こ
つ

新
借
申
央
公
園
守
増
淵
・
」
ロ
ト

卓

⑳
同【噌

淵
㌦
U
口
・
中
村
隆
】

同
所
て
中
村
隆
の
趣
転
す
佃
喰
に

増
淵
・江
口
が
飛
唯
し
こ
出
発

⑭
何
10
時
20
分
⊂
ろ

日
百
ビ
ル
畢
前
ζ
増
淵
・
乱
口
が

【増
扁
・
哩
・
」
口
・
劇
鄭
}

H
大
二
向
放
込
留
に
ゐ
い

心

μ

画
の
貝
体
的
協
議

@

【増
淵

・
堀
】

十

一
月
中
⊂

つま
.トに
、
込
,
光

(土
田
国
保
)
産

人

(久
併
旱

也
)
護

定

⑱
11
・
B
こ
ρ

朔
増
淵

鳳゚
゜
江
口
゜
櫨
下
゜
中
村

隆
・
酋
溢
譲

村
】

臭

藩

蟄

竃

お
い
て
「
上

畑
麗

。
叢

外
の
b
名

⑲
11
月
下
母

。

、

【
松
本
・増
淵
・
優
1
・
副
林
・
中

村
謹

,

高
橋
κ
に
お
い
⊂
、
奉
ム
ど
の
入

盟
も
成
立

⑭
同

【申
村
竃

和
菓
原
箱
ニ
パ
ー
ル
侮
織
で
ぐ
イ

崩

れ
去
る

「虚
構
」

り玩
・
伸
出
々
囲
ー見

り
L
。
加
前
後
こ
、9の
脅
後

冥
由
・松
a

神
田
方
凹
る
ト
見

轡
12
・
n
夕
刻

憲

・
申
村
暴
】

中
村
泰
が
百
小
包
爆
蝋

ハ

保
健
所
の
ロ
ノ
カ
ー
し
傷
旨

⑱
12
・
蔦

、

窟
】

・

小へ
債
蜜

⑳
同
日
夜

【
増
淵
・
前
杯
・
妙
ム
一

馬

佃
噸
弾
レ配
八
I
J
か
ノ
両
橋
在

松
本
方
で
右
爆
弾
を
17
u
角
崩
中

ま
で
保
管
す
る
よ
つ
依
頼

⑳
B
・
π
午
前
且
時
3u
分
こ
O

【
増
淵
・
削
林
・
松
本
】

阿
佐
谷
駅
甫
口
付
近
出
発

⑫
同
午
後
-
時
十
」
り

筒
】

駿
河
・、口
ρ
父
差

.「的
こ
倉
弔
し

具
体
的
物
証
の
欠
如
か

⑫
同
翌
日

[石
田
】

石
田
方
へ
か
包
爆
建

個
獅
管

⑳
10
月
中
旬
こ
ろ

竈

】
堀
が
、
紺
の
廓
務
服
一
癖
謁
達

⑳
何【増

淵
・
堀
】

日
石
郵
便
局
か
ろ
郵
遂
す
句⊂
と

江
口
・
宙
林
が
差
出
す
G
と
、
運

転
卓
は
堀
が
rr配
す
9
く
こ
¢決

定

⑳
10
。
14
こ
り
の
皮

【
増
淵
・
江
口
】

炭
茶
店
「
ウ
ィ
ー
ン
」
、
斜
理
店

「和
」
で
、
汀
口
が
議

炉9
く
と

調n
了
承
。

⑳
同【

増
淵
。
前
林
】

朗
綜
も
差
出
す
こ
と
炉
.」
承

⑳
10

・
15
こ

0の
午
後
8
時
こ

つ

下
車
、
別
淋
と
含
流

⑬
同
10
時
別
分
1
35
分
⊂
つ

【江
口
∴
罧
】

江
口
・
酪
林
が
二
個
の
小
包
爆
蝿

壱
追
出
ダ
。
同
郵
便
局
員
ム
田
哲

郎
、
厚
野
栄
か
受
付
け
Φ
、
中
村

隆
の
自
動
彪
に
褻
Φ
。

⑭
【増
淵
・江
口
・
前
林
・
中
君
隆
・

坂
本
}

第
一
ホ
テ
ル
酎
で
増
淵
。
∬
口
・

前
鉢
が
下
車
。
増
淵
、
前
林
は
坂

本
の
車
に
乗
車
、
習
志
野
へ
向
か

う
。
江
ロ
は
新
橋
方
面
へ
同
か
づ

⑮
皿
◆
25
ζ
ろ
の
氏

【増
洲
・
堀
・
判
日
・
磯
卜
・
中
村

隠
・
松
村
】

日
大
二
尚
に
お
い
て
「
日
.日
事

件
」
の
鵜
括
と
、
新
t
な
小
包
爆

弾
郵
送
計
画
の
合
恵

⑱
10
。
31
⊂
ろ
の
夜

ウ
ロ
ス
イ
ノ
ナ
げ購
人

⑪
同
昼
聞

【増
淵
・
松
本
】

南
神
保
町
郵
便
局
の

見

⑫
12
月
初
旬
こ
っの
枚

【増
淵
・
松
舎

土
田
邸
付
坦
下
見

⑩
12
・
1
こ
6
の
夜

【増
淵
・堀
・
前
林
・
獲
コ
}

南
神
保
町
郵
便
局
召
遅
の
下
見

⑭
12
・
ど
こ
ろ
の
欧

【増
淵
・
堀
・
捜
争
・申
寸
隆
・
的

林
・
松
本
】

高
橋
荘
に
わ
い
r
ぢ
札
禽

b

⑲
12
。
8
こ
ろ
の
皮

【増
淵
。
堀
・
ビ
ロ
・
榎
ド
。
甲
弓

隆
・
騨
本
・
k
、本
・余
ム
】

商
橋
μ
に
ゆ40
い
⊂
小
包
爆
繭
の
製

造

⑳
U
。
10
こ
りの
戊

【増
淵
・
堀
・
削
杁
・
襖
不
】

2
り

南
岬
理
町
勤
伊
局
に
同
い

が
小
包
爆
弾
を
葦
出
9

⑪
同
午
後
ご
時
削
後
こ
る

衙
】

阿
佐
谷
駅
師
し
反
り

⑭
B
。
36
午
前
11
時
ず

」ζ
つ

削
休

」・田
方
に
口
い
座
爆
輿
が
瞥
島
卦

便
b
澱
芦
岡
計
麹
に
よ
っ
て
配
座

さ
れ
る

⊂
つ
し
た
倹
察
側
の
「
虚
陥
」
は
既

に
肋
壊
し
始
め
て
い
る
。
⑩
か
り
⑭
に

、,㊧
「H

ロ
毒

」

ー日
の

「リ
レ
ー

逢
転
』
に
関
述
し
ぐ
、
中
利
隆
沿
首
は

は
、
令
く
同
し
口
に
小
金
井
の
連
転
試

'

帰
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一

験
場
で
学
盤

鹸
を
受
け
て
い
だ
蚕
実

が
判
朋
し
、
検
察
側
も
、
こ
の
ア
リ
バ

イ
を
認
め
、
中
村
君
の
迷
転
の
事
実
を

激
回
し
た
。
運
転
手
は
燕
発
し
て
し
げ"

つ
た
の
で
あ
Q
。

こ
の
襖
察
側
の
「
虚
構
」
の
冷
体
剛

な
問
題
点
を
整
理
す
O
と
、

第
一
に
、
「被
告
」
拓
君
に
台
致
ダ

O指
紋
や
足
紋
が
場
場
の
ど
こ
か
り
も

見
つ
か
っ
て
い
な
い
。
だ
と
兀
は
、
日

石
事
件
の
場
合
、
「
目
畢
証
人
」
に
よ

れ
ー3
、
真
犯
人
は
郵
便
ノ
ー
ル
を
チ
袋

を
し
て
い
な
い
王
で
は
っ
κ
と
い
つ
に

も
か
か
わ
う
ず
翻観
告
人
」
の
指
紋
は

使
出
ご
れ
て
い
な
い
。

第
二
に
、
日
奮

件
の
揚
合
、
環
蝉

を
三
人
の
綾

チ
が
日
6
局
ま
て
運
ん

た
と
検
∬
側
か
趨呈

虫
さ
れ
て
い
た
に

も
か
か
わ
っ
ず
、
て
の
貞
中
を
担
当
し

κ
と
さ
れ
勾中
柑
隆
治
君
の
,刀
全
な
ア

リ
バ
イ
(
ち
ょ
ユ
ど
そ
の
時
間
運
転
免

梅
りJ針
試
験
を
彊
け
て
い
た
)
が
「見

ざ
れ
た
た
め
、
び

レ
ー
強
運
転
"
と

い
っ
の
は
ま
っ
κ
ぐ
の
ウ
ソ
に
な
っ
て

し
よ
"
、
爆
弾
は
日
石
勧
ま
で
届
か
な

い
⊂
と
に
な
っ
て
じ
ま
っ
た
こ
と
。
ま

4
、
二
入
の
目
灘
配
人
(口
脅
局
局
員

は
輿
犯
人
と
「
藍
国」
(小
包
爆
蝉
を

差
出
し
た
と
さ
れ
て
い
O
ひ
と
り
)
と

は
服
装
・
髪
形
な
ど
に
わ
い
て
全
然
似

、い
な
い
、
別
人
で
あ
Oと
い
う
趣
旨

の
砒

㌦
」法
廷
で
し
て
い
る
ζ
と
。

塘

一に
、
土
出
邸
崇
件
の
場
含
、
前

日
の
r
二
月
十
七
日
に
神
田
南
伸
繰
町

郵
使
厨
で
受
付
け
た
小
包
が
山
八
日
午

前
中
に
土
田
毛
に
配
瓢
ぞ
れ
大
人
か
包

み
を
は
ど
い
に
こ
G
鰹

し
.κ
と
さ

れ
て
い
9
か
、
馳
一
に
同
局
に
特
足
し

κ
根
拠
が
芹
冨
に
あ
い

"い
で
あ
る
。

現
場
に
硯
っ
た
郷
便
ン
ー
ル
の
媛
片
に

「
出
」
「本
郵
」
ζ
い
り
文
事
や
波
形

の
傑
礫
が
印
刷
さ
れ
て
わ
り
、
「田
」

文
¥
は
ー4
同
特
有
の
も
の
で
、
そ
の
全

体
削
な
硲
幻
や
付
歯
イ
ノ
ク
量
な
ど
に

同
局
ぐ
使
用
し
て
い
」
ボ
ス
タ
リ
ア
型

郵
便
料
金
機
の
癖
か
出
ζ
い
O
(藍
足

燈
ζ
訴
い
だ
か
休
有
払
誕
証
己
女
旨
)

と
い
つ
。
し
か
し
な
か
り
「
田
」
な
ど

の
文
¥
は
全
国
焦
通
と
い
う
の
が
止
し

く
、
よ
κ
、
機
械
の
縛
と
い
っ
た
と
G

り
⊂
、
墓

品
の
郵
便
シ
ー
ル
破
片
は

や
け
こ
げ
て
友
型
し
て
お
り
、
と
り
ζ

い
信
用
性
の
あ
勾
灰
査
は
わ
こ
な
κ
な

い
の
が
翼
実
相
で
あ
Q
。
特
に
、
決
め

浜
と
さ
れ
の
「
田
」
文
字
は
や
け
た
九

れ
ζ
不
黒
朋
」
「
田
』
と
い
つ
文
芋
て

あ
る
か
ど
つ
か
[
見
し
く
判
堤
不
剛
能

で
あ
0
。

第
四
に
同
し
く
よ
出
邸
邸
伯
の
湯

合
、
小
包
ζ
ゴ
田
邸
に
蟷
運
し
4
豊
島

郵
便
局
の
泌

星

纏

霊

、蚤

箏
側
舐
人
)
の
あ
い
遷

が
あ
句。

彼
は
自
分
の
醒
虚
し
蒙

創
の
大
さ
さ

に
つ
い
て
、
証
口の
鮫
初
の
頃
に
い
つ

た
教
字
と
後
の
ぽ
つ
ぐ
箪げ
た
教
宇
か

食
い
ち
が
い
、
配
感
し
ん
時
間
も
午
前

と
β
っ
て
み
凡
り
↑
後
と
い
っ
て
み
κ

り
ず
勾
は
ど
吻
揺
し
て
い
の
。
し
か
も

最
終
的
に
彼
か
小
磁
の
大
.ご
さ
こ
し
ん

の
は
、
縦
一
a
'
、
横
一一
△
う
、
厚
ご

三
・
四
チ
ノと
い
2
こ
と
」
、
窪
定
誉

(

(
ロ
賀
略
巌
つ
)
の
、悶つ
縦
一
じ
ぢ
、

横
三
Q
九く
厚
ご
ル
㌧
と
ま
大
き
く
相

逡
し
く
い
勾
。
各
割
轍
陳
述
書
で
壬
張

こ
れ
て
い
Q
傑
彊
は
、
ア
ル
マ
イ
ト
製

の
潔
犬
角
津
コ
箱
に
撫
薬
を
つ
め
'てれ

き
ム
箱
の
中
に
入
れ
こ
出
来
止
っ
て
い

.勾
己
い
つ
構
血
に
も
つ
ζ
の40
り
、
て
の

鎗
当
箱
の
深
さ
11
厚
ご
が
h
弓
な
の
で

あ
0
。
以
上
の
奴
字
を
み
の
と
爆
発
し

た
の
は
、
片
岡
葡
鎖
の
塵
ん
だ
小
包
で

は
な
か
⊃
ノ
か
ご
い
つ
こ
と
も
十
分
考

え
ら
れ
0こ
と
し
な
0
わ
け
て
あ
句。

嬉
五
に
崎
酸
・
駈
紫
酸
ナ
ト
リ
ウ
ム

な
と
の
劇
薬
,叩
、
沖
ム
箱
・
薗
札
。麻

ひ
も
・
本
竜
・
山
も
.ζ
M
爵
走
ど
G
か

り
ず
に
人
れ
尾
か
、
具
体
葡
に
明
う
か

に
ご
れ
て
い
な
い
C
こ
(
》
イ
ク
ロ
ス

イ
ノ
チ
・.」除
く
)
。

第
ハ
に
「
被
ルー4」
4
ち
が
笛
こ
り
や

雷
骨
て
の
も
の
こ
'"
2
～
こ
い
つ
姫
瓦

の
臭
体
的
な
祉
拠
(物
証
)
が
な
く
、

噌
淵
言
自
身
か
法
廷
で
血

需し
て
い
O

よ
つ
に
当
時

(
ハ
九
ー
じ
一
年
)
爆
諏

を
し
0
技
術
や
知
識

も
コ
て
い
な
か

っ
κ
。

以
卜
結
諭
と
し
て
、
「
被
巳
話
昌

は
、
爆
弾
を
4ー
っ
に
G
と
も
運
ん
だ
こ

と
も
な
い
。
し
か
も
、
四
つ
の
燦
発
の

「犯
人
」
と
こ
れ
て
い
Q
の
は
、
警
察

・
倹
堅
に
よ
り
訴
2
ん
く
プ
ノ
チ
上
げ

て
、
完
A
」な
絵
一⊂
2
喉
、
無
か
つ
脅
を

4
し
こ
せ
の
"
、い
戦
哨
μ

、し
か
な

い
こ
、」
」
な
θ
。

戸来
亮
)

自
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一≦
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=葦
膚≡
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≡
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影

,

・

7

曹

本
紙
漣
越
申
の
「
反
弾
圧
レ
ポ
ー
ト
」
で
販
り
ト
げ
ζ
い
Q
「
日

石
・
土
田
大
謀
略
事
件
」
の
"被
告
"
に
さ
れ
て
い
◎
朗
娘
和
尺
書

(東
拘
在
監
V
が
ら
連
帯
感
あ
ふ
れ
り
」
紙
が
、
編
集
稲
に
笥
せ
り

れ
に
。

こ
の
申
で
剛
鼠
君
は
、
紙
面
に
わ
け
の
聾
煮
誤
認
を
宿
摘
す
り
た

け
に
と
ど
よ
り
ず
v
こ
の
穴
謀
硲
事
什
の
性
裕
を
て
の
特
殊
性
を
含

め
て
展
開
し
て
い
Φ
。
てれ
は
"た
だ
の
市
民
∬
を
も
鹿
構
の
ワ
ナ

に
は
め
て
い
く
摺
力
の
弾
圧
方
法
の
一
段
と
エ
ス
カ
レ
ー
ト
し
丸
姿

で
あ
り
、
だ
か
つ
こ
てよ
り
一
層
こ
の
葺
圧
に
立
ち
回
2
こ
と
が
上

人
民
的
な
部
題
で
あ
.0、
と
す
Q
も
の
で
あ
.Q
。

わ
れ
わ
れ
は
、
盤
獄
の
壁
と
い
2
困
難
な
躁
噂
を
超
今
」
、
獄
中

被
吾
と
の
いり
深
い
池
旨
く
尺
め
㌔
い
と
田り
つ
。
そ
し
て
、
こ
の
松

川
島
仲
に
匹
駅
9
り
.}い
わ
れ
の
八義
略
を
粉
々
に
2
ち
砕
い
.」い

く
戦
列
甘二
層
固
く
2
0
か
起
あ
、
・ご
の
一
耀
で
闘
⊃
こ
い
さ
瓦
い

と
思
う
。

な
わ
、
前
倣
昌
の
指
摘
し
}惣
併
は
碓
認
の
紙
果
、
や
よ
り
賢
.人

誤
認
で
し
た
の
で
、
こ
の
昇
紙
に
お
け
」
指
獅
ご
訂
正
に
か
え
、
同

時
に
跣
者
濃
兄
姉
に
わ
わ
び
い
4
し
.ま
9
。
ま
た
、
文
中
(
甲
韻
)

は
編
築
㎡
の
禽
任
で
カ
ノ
ト
し
κ
ゆ
分
ぐ
ザ
。
(編
集
部
)

'
O

前
略
、
(私
蓮
へ
の
大
弾
圧
墨
件
の

報
道
、
心
よ
り
甑
謝
し
て
お
り
ま
す
)

災
難
は
謹
を
待
ち
伏
せ
て
い
り
か

判
ら
な
い
。
十
人
の
角
罪
者
を
逃
さ

ぬ
碕
に
一
人
の
厚禽
謂
者
御
を
製
亀

す
Φ
こ
と
が
説
さ
れ
る
瓦」あ
O
つ
芯

ら
、
での
一
人
は
あ
な
迄
自
丹
こ
な

る
か
も
し
れ
な
い
の
で
あ
O
。
(戒

能
辺
孝
)

×

×

×

×

私
は
懇
つ
つ
な
国
ま
棲
力
」
〕
2
㌧

ての
"
禽
罪
昌
μ
に
製
造
ヒ¢れ
よ
2
」

し
て
い
⇔
、
「
⊥
田
」
・
「日
台
」
・

「
ピ
ー
ス
缶
爆
蝉
」
フ
レ
ー
ム
ア
ノ
ソ

慣
件
の
「藍
告
」
の
一
人
で
ず
。

先
日
.用入
れ
つ
れ
κ
賓
紙
を
拍
読
し

ま
し
た
ご
こ
つ
、
私
逆
の
へ謀
略
毒
件

に
つ
い
て
詳
し
く
報
し
り
れ
⊂
い

旨の

} ●,""開" 辱鱒,u

で
ご
の
惑
謝
の
意
も
令
め
㌦餓
乏
と
っ

た
久
必
て
⊃
.

私
感
に
か
け
つ
れ
4
今
回
の
」八議
略

嚇
引
は
ての
墨

ζ
死
周
攻
蝦
と
い
う

箕
の
点
か
つ
見
て
、
一
九
四
九
年
に
強

煙
し
た
松
用
雲
件
て
も
匹
飯
ゴ
O
国
繁

ノ
権
刀
に
よ
る
一八犯
謂
で
あ
る
ζ
申
せ
ま

し
、"
り
。
岡
者
の
畏
な
0
唖
と
い
へば

後
営
か
餐
件

て
の
も
の
が
仁
憲
の
手

に
いっ
ぐ
成
さ
れ
～も
の
に
毘
し
て
、

剛
芭
が
自
称
(
?
)
「弟
命
附
左
鑓
」

に
よ
,
て
¥
行
さ
れ
た
G
争
層
こ
れ
り

こ
も
く
っ
い
ζ
し
蝋
つ
。

と
も
あ
れ
貴
紙
も
指
摘
=
れ
こ
お
り

よ
つ
に
、
全
く
斗
凡
な
日
常
生
76
を
込

っ
て
い
た
者
が
、
あ
9
日
寿
然
警
察
に

し

"っ
」
加
れ
、
冒
り
は
亭
く
関
知
せ

ぬ
こ
ヒを
頑
)
つ
ゴ
う
れ
、
気
が
つ
い

た
時
に
は
「爆
弾
氾
人
　
や
り
「
程
人

犯
」
に
ご
せ
ろ
れ
勾と
い
う
、
㌔
っ
し

た
恐
ろ
し
い
時
代
に
再
び
婬
人
し
た
と

い
つ
C
こ
で
す
。
てれ
畝
に
私
雌
は
ソ

レ
ー
ム
ア
ノ
プ
騰
酔
の
公
判
闘
争
を
遮

し
ご
禰
力
の
域
し
た
飯
々
な
犯
謂
行
為

を
大
衆
的
に
暴
欝
し
、
糾
弾
す
る
と
同

時
に
、
私
違
の
硝
山
の
教
訓
か
り
境
代

の
樵
力
体
鍵
の
本
蛮
を
全
人
民
人
衆
に

ア
ピ
ー
ル
し
警
告
を
発
し
続
け
な
け
れ

ば
な
り
な
い
と
考
へこ
い
ま
9
。
てし

次
U
に
は
「救
叢
タ
の
闘
い
`
敢
認
し

よ
っ
て
明
ら
加
に
な
2
κ
塗

澆
状
を

帳
缶
◎
、Q
」
と
の
⊂
と
で
'9が
、
入
た

今
は
拝
読
し
て
い
な
い
の
で
⊂
の
痴
魯

に
つ
い
て
の
喉
患
は
別
の
磯
会
に
ご
己

て
い
た
だ
さ
ま
観9
。

ま
ポ
私
感
に
加
え
ら
れ
た
八弾
仔
に

貴
紙
が
「
反
弾
屠
レ
ポ
ー
ト
(反
革
命

琶
囲
網
を
打
う
破
れ
/
)
と
い
う
ン
リ

ー
ズ
の
中
で
取
り
上
け
う
れ
に
G
ζ
に

み
常
に
幻
層
を
寛
ん
ま
し
た
。
今
回
の

力
せ
撒
歯
的
に
告
発
し
、
糾
強
り
9
も

の
σ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
か
、
貴
紙

に
は
て
つ
し
に
姿
勢
が
貫
加
れ
⊂
い
Φ

⊂
G
に
共
感
を
覚
え
た
次
弟
で
'9
。

窒

の
内
容
に
つ
い
て
気
の
つ
い
κ

q
を
患
へ
ま
りと
、
全
体
と
し
て
は
各

慣
件
の
内
容
、
フ
レ
ー
ム
ア
ン
プ
の
過

奪
」
も
は
.感
止
慨
で
あ
Φ
と
、隅え
萄
で

し
ょ
2
。
た
だ
「
表
3
」
の
逮
鈎
・
越

み
日
か
い
く
つ
ゆ
戴
け
ζ
い
ん
り
(例

へ
ば
ム
に
つ
い
ζ
は
、
「
/
メ
又
」
の

て
同
蝕
'φデ
ノ
ノ
」
げ
事
件
p二
一度
と

許
ご
ぬ
よ
ノ
」
略
力
す
0
中
て
私
逮
か

㌧れ
㌻
ヒ
酬し
た
こ
と
に
よ
る
"負
債
紺

生
蛭
滅
し
こ
い
ρな
け
れ
ば
な
b
な
い

で
し
ょ
7
。

㌦
つ
し
た
私
述
の
力
同
儀
加
う
、
こ

こ
で
は
一
、
時
者
も
し
て
の
皿
場
ψ
9

員
紙
こ
葺
画し
て
気
の
つ
い
だ
点
な
自

干
述
へ
さ
せ
て
い
だ
だ
き
ま
す
。
差
A

れ
つ
れ
、凡第
一
ハ
四

5
り
.」
よ
れ
ぱ
、

ア
ソ
ザ
上
け
躰
件
は
観
㌧
捜
食
レ
の
ミ

ス
ー

で
っ
ち
上
げ
の
過
駕
で
多
少
の

偶
然
的
要
素
や
幣
㌘
.訟
認
が
あ
っ
瓦
と

)
⊂
も
ー

加
ら
生
U
た
の
で
は
決
し

ご
も
＼
、
明
日
に
警
察
樹
刀
に
よ
り
意

図
的
か
つ
凶
悪
な
犯
罪
行
葡
で
あ
O
が

赦
に
、
'て
の
報
岨
に
甲
並
的
V}場
な
ど

あ
り
得
な
い
か
ら
で
す
。
囎こし
て
真
兜

を
㎎
ら
か
に
し
よ
つ
こ
す
Q
な
う
ば
、

加
か
Q
反
人
民
的
な
邸
鳥
走
な
し
た
権

逮
趨
日
が
}
・
】
七
で
あ
り
、
「八
・

九
機
」
の
起
訴
日
が

↓・
一〇
で
あ

る
)
、
「
起
.鱒
事
プ
一覧
曳
」
に
お
い

て
接
見
絵
止
中
の
人
が
松
村
弘
】だ
を

君
松
書
ζ
誤
つ
C
記
さ
れ
ぐ
ψ49り
ま
ず

が
、
こ
れ
に
つ
い
㌧も
論
一
救
長
会
の

提
出
し
尤
資
料
自
体
の
不
†
分
儀
を
反

映
し
.～も
の
と
壱
元
り
れ
由
の
で
責
紙

に
ご
の
貴
任
曝
な
い
と
思
い
ホ
ず
。

ご
つ
し
た
バ
を
琢
慮
し
だ
J
e
、
私

遷
の
人
議
陥
饗
件
に
冠
"9
り
埋
解
を
史

に
深
め
う
れ
れ
ば
ど
題
い
、
や
や
説
朋

不
足
と
思
わ
れ
.q
㍉
を
帰
十
補
足
ご
せ

て
い
た
だ
・啓
ま
窺

(
一
)
私
は
バ
几
年
の
三
件
の
「ピ

ー
ス
缶
爆
露
番
筐

で
起
跡
さ
れ
て
い

る
の
で
9
が
、
国
雲
管
察
の
狙
い
は
何

が
何
で
も
「
土
田
邸
脳
件
」
の
耀解
決

召
に
あ
つ
塔
」
ζ
は
私
が
窃
益
の
容
疑

(
し
れ
も
私
の
桶
置
全
く
盛
£
傑
根
で

あ
っ
た
)
で
「
別
件
逮
捕
」
さ
れ
た
当

阿
か
ら
テ
カ
ど
狛
の
山蜘
加
り
察
し
が

つ
5
ま
し
に
。
κ
だ
止
惟
に
己
う
な
り

ば
、
貴
紙
の
「
瓢
件
の
発
生
」
の
項
の

「
(四
)
土
田
塔
爆
破
」
の
未
節
に
お

い
て
、
「
バ
九
葬
の
二
つ
の
爆
発
禾
逐

賢
件
は

別
件
逮
捕
の
性
楼
を
持
つ
も

の
で
あ
っ
に
。
」
と
呂
う
よ
り
、
六
九

年
の
」塩
件
」
と
し
て
は
最
後
に
デ
ソ

チ
上
げ
ら
れ
花
「
一
Q
・
一
六
ピ
ー
ス

缶
爆
弾
製
感
屡
珪

こ
そ
て
の
牲
婚
せ

よ
り
明
白
嬉
小
』
て
い
る
の
て
す
。
も

ち
論
そ
れ
以
蘭
に
デ
ソ
チ
上
げ
り
れ
た

「
十
一
・
一
ア
メ
又
」
・
「
一
〇
・
二

四
、
八
・
九
機
塾
の
二
件
も
て
の
一
線

ま
に
は
あ
Q
の
誓
ず
が
、
く
⊂
で
は
、

懸
つ
わ
の
偶
然
蟄

素
や
餐
凌
誤
認
も

加
わ
っ
て
お
り
、
私
見
に
よ
れ
ば
こ
の

段
階
で
は
目
分
灘
の
無
能
さ
に
は
冒
を

つ
ふ
り
、
何
ζ
翔
「土
出
喜
件
」
を
8

解
〆

し
よ
う
ζ
い
う
デ
カ
ど
も
の
異

鱈
な
"黙
意
召
¢
焦
り
の
結
果
占
し
て

フ
レ
ー
ム
〆
ノ
プ
が
な
さ
れ
た
の
で
あ

り
、
明
碓
に
撫
力
が
「
土
田
塩
件
」
の

躍醒
状
"
を
テ
ン
チ
ト
げ

軌
り
ご
決
惣

し
κ
の
は
、
次
の
「
製
㎏
勢
梓
」
の
ノ

レ
ー
ム
〆
ノ
ブ
㌘
あ
ノ
た
の
丸
は
な
い

恥
こ
田仙わ
れ
ま
9。

こ
れ
は

」
の
前
-ξ
に
わ
い
」は
、

後
眉
「土
田
・
日
O
当
作
」
の
,⊥

犯
κ
と
さ
れ
た
江
口
ご

四、
前
林
さ
ん

の

一人
は
何
回
ω
の
「別
件
逮
紺
」
」

も
殉
う
ザ
繰
放
七
巳
④
を
俘
な
く
な
っ

て
い
κ
こ
」
や
〃ム
颪
」
ン
ヒ
晶
ー
タ

ー
"
と
異
名
、̀
冠
つ
最
警
め
補
が
出
樹

私
に
演
し
「
(
一
Q
・
一
六
爆
弾
綬
己

は
)
が
屯
脈
が
や
2
凡
の
だ
」
と
断
.口

し
て
い
ん
こ
G
か
り
も
智
易
に
想
像
O

さ
よ
∫
。
で
し
Σ
」
の
「製
重
憎
件
」

の
ノ
レ
ー
ム
〆
ノ
フ
.田
工
っ
⊂
先
の

「

件
の
感
捕
.目
が
ロ
八
で
あ
つ
た
に
も
拘

ら
す
h
人
も
増
4
ζ
十
二
人
も
が
逮
捕

-
起
跡
こ
れ
た
の
も
そ
れ
を
間
接
的
に

詑
岡
し
く
い
0
喚⊃
に
思

九
〇
の
で
す

(中
階
)

(
二)
今
回
の
へ謀
騒
か
億
刀
胸
い

っ
く
な
こ
れ
ん
一∫
ノ
f
上
げ
.㌧あ
Φと

い
2
想
翰
」
、
私
遷
「鼓
告
」
は
施
刀

に
よ
っ
て
"
磁
教
冴
ざ
れ
た
俘
で
あ
り

こ
こ
に
て
の
恐
ωし
さ
の
豊
因
の
ひ
G

つ
が
あ
り
ま
す
。

闘
ち
、
現
巳
「岐
告
」
G
こ
れ
く
い

る
†
八
名
は
.42
凡
い
に
以
剛
加
う
の
知

り
台
い
で
」
ら
な
い
ζ
い
」
人
か
夢
い

の
で
す
。
例
え
は
劇
林
さ
ん
の
ゐ
に
よ

る
こ
「日
血
讐
件
」
に
お
い
⊂
は
旗
も

知
ら
な
い
人
の
料
.
冑某
⊃
ζ
"現
崩
κ

に
行
,
た
こ
'」
ヒな
2
て
い
Qし
、
占

時
悼
か
颪
＼
、〈
・
、会
2
㌧
い
な
い
人

と

縮
に
や
ノ
触
」
と
に
な
」
て
い
る

と
の
こ
ご
⊂
9
し
、
六
ん
斗
の
「
事

件
「
に
・49い
ζ
も
何
榛
な
甲現
象
留
が

脇
つ
れ
ま
9
.
更
に
驚
い
丸
こ
と
に
は

　日
仁
・
ヒ
田
野
件
」
の
「被
告
」
の

中
に
は
皮
旧
臨
題
に
も
転
に
興
味
も
な

く
擢
〆
瓶
述
劫
μ
の
亙
鹸
与
な
い
へ
や

ム
共
闘
連
叫
の
罰
堪
賜

-お
い
へ
こ
れ

こ
叔
冠
)
て
い
」
7
翼
削
な
人
も
・ぢ

本
人
か
鍾
察
の
一取
鵡
へ
」
に
属
服
し

「臼
口
」
さ
せ
り
れ
な
が
っ
も
、
周
囲

は
先
＼
⊂
れ
ζ
冒
せ
ず
、
本
人
も
窺
に

児
七
し
4
恥
れ
ぐ
や
ノ
と
無
垣
を
L
虫

し
4
,」
い
つ
弐
へな
い
ヘ
ノ
も
G
ら
も

旺
し
た
の
で
9
。

ζ
の
よ
つ
二
今
回
の
人
謀
騒
嚇
仲
ぱ

車
に
"蝕
命
剛
仔
山惣
運
圃
や
階
級
劉

争
に
対
9
り
障
長
・
間
鉄
の
津
比
」
い

⊃
だ
け
こ
は
も
＼

政
冶
的
。
尽
想
的

に
は
殆
ん
ど
醸
自
覚
な
小
巾
畏
ま
で
も

か
「犯
人
」
こ
ア
ノ
チ
士
け
ら
れ
た
と

こ
りに
友
♂
も
柁
色
ζ
体
制
の
フ
ァ
ソ

ノ
鼎削
弾
h
の
厄
訂
'}認
め
る
G
と
が

ζ
ξ
重
9
Ω
戸貢
砥
』
、
こ
つ
レ
た
硯

戸
か
舌
十
く
海
し
、
い
旬
略
2
に
思
い

よ
レ
～
。
)

て
つ
し
&
こ
こ
も
の
2
」
救
接
活
勤

も
含
め
た
払
避
の
竺

こ
団
粘
の
慶
得

と
橘
刀
へ
の
反
撃
も
か
な
り
の
自
戦
を

余
纏
な
く
さ
れ
⊂
い
O
現
砥
て
9
が
、

し
加
レ
私
墨
し
臨
牌
七
蟹
俸
し
、
完
全

飛
錯
定
座
幅
,
ω
」め
に
も
、
こ
る
に

は
階
蔽
闘
争
の
発
腱
の
九
め
」
も
、
昏

力
ご
ソ
レ
ー
ム
ア
ノ
ブ
(梅
力
犯
累
)

厨
岬
の
ハ勾
闘
襲
を
固
い
以く
つ
も
,

で
9
。

最
へ俊
.楠、
こ
の
仏
建
の
圃
い
へ
の
ヨ

}枇
.、
〕4
姦
さ
酔
ん
㌔裾
r」凸
＼こ

」と
し
ま
9
。

卓
く

一
九
七
四
年
二
月
三
日

_,

 

　

.
鳶

儲
儀

畷

、

、.

た

京

.犬

新

・聞

姦

.内

容

紹

.査

【
ニ

ユ
ー
ス
】

,

(

1

勾

穴
月

四
目
号

(
=
ハ
[
セ
号
)
ロ
川
澄
郷
投
獄
-年
糾
弾
図
争
/
国
労
響
羅
に
人
胸
L

六
月
十
一
日
号

(
一
六
一
八
号
)
適
艮
「
倫
の
な
い
川
」
公
判
/
筑
改
・
防
衛

杁
・㌔
蝕

σ
採
状
/
法
制
冨
、
保
笈
処
分
を
採
択

六
月
+
八
日
号

(
一
穴
一
九
号
)
b
・
-。
反
女
墜

小
選
蔭

製
簿
閣
争
・
畏

-
犬

敗
ー
暴
齢
/
同
竿
遮
選
余
終
る
/
6
学
恥
で
党
汽
人
弍

に
勝
刈

七
月
十
六
日
号

(
一
六
ニ
ニ
号
)
79年
甥

同
学
桑
鷹
立
さ
の
/
b
。
28
y
困
に
機
劔
除

英

セ
月
三
十
日
号

(
一
六
二
四
甥
)
「罐
の
な
い
川
」
公
判
/
入
田
致
脅
層
別
或
判
/
7
・

氾
伊
丹
饒

制
争
/
釜
掌
堪
人
ぺ
開
く

八
月
二
十
七
日
号

(
一
六
一一六
君
)
駅
大
に
相
〆
ぐ
箔
官
乱
人
/
聖
前
の
h
崩
国
、、/

九

月
三
日
号

(
一
六
二
七
号
)
杁
期
晴
級
攻
防
の
展
開
へ
ー
沖
青
同

一載
士
に
「
臼

ど

判
決
/
9
i
闘
昊

震
災
印
年
関
曲
簗
云

十

月

「
日
号

(
一
六
三
Q
り
)
塊
汲
法
粉
砕
に
ス
ト
で
決
起
/
法
制
審
、
籔
動
チ
儲
"

な
ど
採
択
/
9
。b
固
傭
獣
観
塩
、A湧
僻
に
決
起

十
月
十
五
日
号

(
一
六
三
二
号
)
徴
須
負
母
冶
化
阻
止
へ
/
決
起
ず
る
韓
国
学
工
/
10
・

5
二
畢
塚
集
盆

十
月
二
十
九
日
号
(
=
ハ
三
四
か
)
10
・
21
国
際
反
帝
久
同
囲
韓
/
緬
瀕
、」
卿緊
急
団
交
/

憂
毒
守
夫
会

十
[
月
十
二
口
讐
(
=
ハ
三
六
号
)
誌
筑
団
交
に
磯
動
払
乱
人
/
欲
総
罠
し
岡
本
氏
/

「檎

の
な
い
川
」
公
判

十
二
月
三
日
愚

(
一
穴
三
九
号
)
目
糺
谷
公
國
に
一
㌃
血
ー
人
-
得
開
}、」れ
㌦
猟
山
三
別

設
判
癌
蝉
闘
争

十
一一月
十
七
日
号
(
一
六
四
一号
)
拭
山
-

月
公
招
制
鈴
/
晴
朗
関
人
氏
の
沃
起
に
遅
櫓

屯
/
隻
金
本
山
闘
卸
犬
賦
報
占
聚
会

一
月
t
日

号
(
一
六
四
二
号
)
目
鮮
閣
僚
武
嶺
強
仔
さ
⇔
/
朴
依
欄
゜
緊
急
憎
雄
μ}L

劇
/

「橋
の
な
い
川
」
公
判
闘
争
最
終
局
側
へ

一
月
二
十
八
日
母
(
=
ハ
四
激
号
)
「檎
の
な
い
川
」
公
司
に
頃
動
除
導
入
/
映
画
「
臥
山

の
無
い
悶
」
1映
さ
る

同
学
遠
代
議
蚊
負
/
L
学
廓

自
治
湊
再
鰹
/
1
・
22
}評
幽
楓
団
父

【
ア
ピ
ー

ル
な
ど

】

▼
竹
本
処
分
関
連
記
事
▲

竹
本
鳥
分
で初
怖
せ
"
(数
胃
手
部
社
研
)

帽
次
ぐ
小
当
捜
倉
に
机
凄
す
る
(池
田
浩
士
)

一
ハ

七

々

一
ハ
三
旬

竹
本
処
分
蛍
紀
ー
て
の
階
ミを
あ
ば
く
⊥
け
閨
連
鴇
科
(輿
掌
会
)

一
六
二
五
岩

学
雨
良
「轡
告
」
に
答
え
る

(経
琉
"部
同
好
会
常
任
委
)

票
大
の
「筑
&
」
化
を
副
す
ーo
へ京
督
大
黎
教
1
有
志
)

一
六
　五
弓

一
六

一バ
号

絆
済
学
恥
の
危
機
に
ー
い
よ
い
よ
『
道
」
剛
面
に
(全
学
統
一
団
乗
委

。
同
学
会
)

二

・

・

一
パ

旧八
与

口
本
処
分
奮
食
　
隼
忍
迎
え
て
(全
千団
突
昏
・
周
学
会
)

教
官
よ
/
ご
の
工
体
包
4伺
♪
(経
済
学
部
同
好
会
常
任
嬰
)

▼
そ
の
他
▲

如
何
な
④
処
分
も
,け
つ
け

阜い
(宙
村
守
)

一
へ四

皆

一
六
四

り

ニ
パ
一
七
ろ

「
弁
護
活
動
妨
害
」
間
題
の
本
鍛
と
は

(覗
法
研
・
刑
事
法
噺
)

一
六
　
t
ち

樺
太
抑
儲
朝
鮪
人
四
力
人
の
聴
還
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